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昨
年
植
林
さ
れ
た
箇
所
と
今
年
の
出
材
（
北
海
道
下
川
町
）

　

空
前
の
猛
暑
が
収
ま
り
か
け
た
8
月
11
日
、
北
海
道

下
川
町
を
10
年
ぶ
り
に
訪
ね
た
。
北
海
道
で
も
北
の
果

て
に
近
い
町
で
、
10
年
前
に
は
厳
寒
期
を
幻
想
的
に
彩

る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実
行
委
員
会

が
、
さ
ら
に
5
年
前
に
は
、
広
大
な
町
有
林
を
活
用
し

た
持
続
的
な
森
林
経
営
と
地
域
産
業
の
育
成
で
町
自
身

が
、
過
疎
地
域
の
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
環

境
未
来
都
市
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
10
年
前
の
表
彰

の
立
役
者
の
谷
一
之
氏
が
町
長
に
就
任
さ
れ
た
と
の
情

報
を
得
て
、
町
の
そ
の
後
の
進
化
を
確
か
め
る
旅
と
相

成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

下
川
町
は
す
で
に
30
年
以
上
も
前
に
、
三
〇
〇
〇
ha

の
町
有
林
に
、
毎
年
50 

ha
の
伐
採
と
植
林
を
60
年
続
け

る
循
環
型
森
林
経
営
と
い
う
遠
大
な
計
画
を
立
て
、
雇

用
の
確
保
と
地
元
加
工
業
者
へ
の
木
材
安
定
供
給
を
目

指
し
た
。
そ
し
て
昨
年
か
ら
つ
い
に
そ
の
サ
イ
ク
ル
が

回
り
始
め
た
と
い
う
。
20
年
ほ
ど
前
に
当
時
の
原
田
町

長
か
ら
伺
っ
た
夢
が
、
森
林
資
源
の
徹
底
し
た
有
効
活

用
に
よ
り
、
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
つ

つ
あ
る
基
本
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

で
あ
り
、
平
成
16
年
の
町
有
五
味
温
泉
へ
の
導
入
を
始

め
と
し
て
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
育
苗
施
設
、
小
学
校
、

病
院
、
中
学
校
、
町
営
住
宅
な
ど
に
順
次
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
す
で
に
公
共
施
設
の
熱
供
給
の

60
％
を
賄
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
〇
人
が

一
五
〇
人
足
ら
ず
に
ま
で
減
っ
た
最
も
過
疎
化
の
激
し

い
一
の
橋
地
区
を
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
っ

て
、
22
戸
の
集
住
化
住
宅
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の

未
来
型
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
く
り
変
え
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。そ
し
て
木
材
は
、建
築
用
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ

プ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
工
夫
し
た
木
炭
に
よ
る
土
壌
改

良
剤
や
水
質
浄
化
剤
、
加
え
て
土
木
関
連
資
材
な
ど
30

種
類
以
上
の
加
工
品
と
な
る
。
女
性
有
志
の
起
業
に

よ
っ
て
精
油
や
化
粧
水
ま
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
は
驚

き
で
あ
る
。

　

以
上
に
加
え
て
、
森
の
あ
る
暮
ら
し
に
惹
か
れ
て
下

川
に
I
タ
ー
ン
し
た
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
〈
N
P
O
法
人
森
の
生
活
〉
は
、
施
設
の
指
定
管

理
と
併
せ
、
実
の
あ
る
森
林
環
境
教
育
の
実
践
活
動
を

し
て
い
る
。
こ
の
町
で
は
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
木
を
伐
り
、
植
え
る
こ
と
を
体
験
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
多
数
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
任
期
終
了
後
の
活
動
を
複
合
的
に
支
え

る
た
め
に
、
ま
さ
に
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
〈
N
P
O
法

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
〉
も
設
立
さ
れ
た
。
自
由
闊
達

な
谷
新
町
長
の
も
と
で
の
、
森
の
町
と
し
て
の
ま
す
ま

す
の
進
化
発
展
を
祈
り
た
い
。

自
民
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
藤
原
会
長
が
出
席
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政 策

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
２
年
連
続

で
過
去
最
高

平
成
26
年
世
界
の
観
光
の
動
向
と
し

て
、国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

発
表
の
世
界
観
光
動
向
に
よ
る
と
、
平
成

26
（
2
0
1
4
）
年
の
世
界
全
体
の
国
際

観
光
客
到
着
数
は
5
、1
0
0
万
人
増（
対

前
年
比
4
・
7
%
増
）
と
な
り
、
11
・
4

億
人
を
記
録
し
た
と
し
て
い
る
。

平
成
21
（
2
0
0
9
）
年
は
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
減
少
し
た
が
、
そ

れ
以
降
は
５
年
連
続
で
の
増
加
と
な
っ

た
。
国
際
観
光
客
到
着
数
に
お
け
る
欧
州

の
シ
ェ
ア
は
過
半
を
占
め
る
が
、
徐
々
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
特
に
著

し
い
成
長
を
見
せ
て
い
る
の
が
ア
ジ
ア
太

平
洋
の
シ
ェ
ア
。
直
近
10
年
で
4
・
0
％

ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

「
外
国
人
旅
行
者
受
入
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、日
本
は
、平
成
24
（
2
0
1
2
）

年
の
8
3
6
万
人
（
33
位
（
ア
ジ
ア
で
8

位
））
か
ら
1
、
0
3
6
万
人
（
27
位
（
ア

ジ
ア
で
8
位
））
と
な
り
、
人
数
、
順
位

と
と
も
に
上
昇
し
た
。
平
成
25

（
2
0
1
3
）
年
の
「
空
路
又
は
水
路
に
よ

る
外
国
人
旅
行
者
受
入
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、日
本
は
、平
成
24
（
2
0
1
2
）

年
の
18
位
（
ア
ジ
ア
で
7
位
）
か
ら
16
位

（
ア
ジ
ア
で
7
位
）
と
順
位
が
上
昇
し
た
。

平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
1
、
3
4
1
万
人
は
、
平
成
25

（
2
0
1
3
）
年
の
「
外
国
人
旅
行
者
受

入
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
20
位
に
相
当
し
、

「
空
路
又
は
水
路
に
よ
る
外
国
人
旅
行
者

数
受
入
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
11
位
に
相

当
す
る
。

日
本
の
観
光
の
動
向
と
し
て
訪
日
旅
行

の
状
況
を
見
る
と
、平
成
26
（
2
0
1
4
）

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
初
め
て

年
間
1
、
0
0
0
万
人
を
突
破
し
た
前
年

を
更
に
上
回
り
、
1
、
3
4
1
万
人
（
対

前
年
比
29
・
4
％
増
）
で
、
２
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
の
内
訳
は
、
ア
ジ
ア
全
体
は
1
、

0
6
1
万
人
（
全
体
の
79
・
1
％
）
と
な
っ

た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
8
9
2
万
人
（
全
体

の
66
・
5
％
）
と
な
り
、
A
S
E
A
N
諸

国
（
6
カ
国
）
で
も
1
6
0
万
人
を
突
破

（
全
体
の
11
・
9
％
）、
北
米
も
1
0
0
万

人
を
超
え
、
欧
州
主
要
3
カ
国
（
英
・
仏
・

独
）
も
50
万
人
を
超
え
た
。

白
書
で
は
、
円
安
に
よ
る
割
安
感
、「
富

士
山
」
や
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、「
和
食
」

や
「
和
紙
」
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
、
継

続
的
な
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
等

が
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
以
降
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
加
し
て
い
る
要

因
と
し
て
い
る
。

日
本
人
の
海
外
旅
行
の
状
況
を
見
る

と
、
平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
の
海
外
旅

行
者
数
は
1
、
6
9
0
万
人
（
対
前
年
比

3
・
3
％
減
）
と
な
り
、
2
年
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。

地
域
に
お
け
る
観
光
の
状
況
は
ど
う

か
。
平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
の
全
国
の

延
べ
宿
泊
者
数
は
、
関
東
、
近
畿
、
中
部

が
上
位
で
、
北
海
道
、
九
州
の
5
地
方
に

お
い
て
は
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
以

降
増
加
を
続
け
て
い
る
。
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

別
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
す
べ
て
の

地
方
で
増
加
。
特
に
、
沖
縄
は
50
％
を
超

え
る
高
い
増
加
率
と
な
り
、
航
空
路
線
の

拡
充
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
が
増
加
に

寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

幅
広
い
産
業
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費

を
取
り
込
む

平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
に
よ
る
旅
行
中
の
消
費
額
は
、

２
兆
2
7
8
億
円
と
な
り
３
年
間
で
約

2
・
5
倍
に
膨
ら
ん
だ
と
し
て
い
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
と
は
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
に
よ
る
日
本
で
の
旅
行
中
の
消
費
の

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
27
年
版
観
光
白
書
を
閣
議
決
定
し
、
公
表
し
た
。

平
成
26
年
の
訪
日
客
数
は
1
、
3
4
1
万
人
。
旅
行
中
の
消
費
額
は
、
２
兆

2
7
8
億
円
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
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観光、買い物需要を取り込み、
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政 策

こ
と
で
、
国
・
地
域
別
で
は
、
中
国
が
対

前
年
2
倍
を
超
え
、
総
額
の
4
分
の
1
以

上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ま
で
に
増
大
し
た
。

訪
日
外
国
人
の
訪
日
動
機
（
訪
日
前
に

期
待
し
て
い
た
こ
と
）
の
上
位
は
、「
日

本
食
を
食
べ
る
こ
と
」、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
」、「
自
然
・
景
勝
地
観
光
」
と
な
っ
て

い
る
。「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
訪
日
動
機

と
し
て
挙
げ
て
い
る
割
合
は
ア
ジ
ア
で
高

く
、「
日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験
」

を
訪
日
動
機
と
し
て
挙
げ
て
い
る
割
合
は

欧
米
で
高
い
。
こ
の
よ
う
な
訪
日
動
機
の

違
い
が
、
消
費
行
動
の
違
い
に
な
っ
て
表

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

買
物
代
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
目
的
で

訪
日
す
る
割
合
が
高
い
中
国
人
が
1
人
あ

た
り
1
2
7
、
4
4
3
円
と
最
も
高
く
、

宿
泊
料
金
で
は
、
滞
在
期
間
が
比
較
的
長

い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
1
人
あ
た
り
9

３
、
4
8
4
円
と
最
も
高
い
。
旅
行
支
出

総
額
は
企
業
の
研
修
で
訪
日
す
る
人
数
が

多
い
ベ
ト
ナ
ム
人
が
1
人
あ
た
り

2
3
7
、
6
8
8
円
と
最
も
高
い
。

白
書
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
大

部
分
を
占
め
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
を
中
心
に
消
費
拡
大
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
、
経
済
成
長
に
よ
る
個
人

所
得
の
上
昇
、
日
本
製
品
の
品
質
に
対
す

る
根
強
い
信
頼
感
、
円
安
方
向
へ
の
動
き

や
外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税
制
度

に
お
け
る
免
税
対
象
品
目
の
拡
大
等
に
よ

り
価
格
面
で
の
割
安
感
が
醸
成
さ
れ
た
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
テ
ー
マ
と
し
た
訪
日
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
等
が
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
関
連
産
業
だ
け
で
な
く
幅

広
い
産
業
に
お
い
て
取
り
込
も
う
と
す
る

動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
製
造
業
で

は
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
を

評
価
す
る
傾
向
か
ら
、
国
内
工
場
で
の
生

産
能
力
を
高
め
る
動
き
が
多
く
の
メ
ー

カ
ー
に
お
い
て
見
ら
れ
、
特
に
工
場
の
あ

る
地
方
に
お
け
る
雇
用
の
維
持
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
小
売
業
で
は
、
免
税
カ
ウ

ン
タ
ー
の
拡
充
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
導
入
、
通
訳
ス
タ
ッ
フ
の
増
強
等
、
受
入

環
境
を
充
実
。
金
融
業
で
は
、
政
府
系
金

融
機
関
や
地
域
金
融
機
関
等
と
の
連
携
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
海
外
発
行
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

へ
の
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

地
域
に
お
い
て
も
、
地
方
創
生
を
実
現

す
る
た
め
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る

活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

取
組
が
各
地
で
見
ら
れ

る
。北

海
道
二
セ
コ
町
で

は
、
4
名
の
外
国
人
職
員

を
採
用
し
、
外
国
旅
行
代

理
店
へ
の
電
話
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
各
国
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
（
英
語
・
韓
国
語
・

ド
イ
ツ
語
等
）
を
旅
行
代

理
店
5
0
0
社
に
配
信
。

ま
た
、
町
内
８
割
以
上
の

飲
食
店
が
メ
ニ
ュ
ー
表
の

多
言
語
化
や
10
年
前
よ
り

町
内
の
通
信
環
境
の
整
備

を
促
進
し
て
き
た
。結
果
、

平
成
25
（
2
0
1
3
）
年

の
外
国
人
宿
泊
数
は
、
平

成
22
（
2
0
1
0
）
年
比

約
76
％
増
の
10
・
8
万
人

注）観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣による。

76.2

56.6

46.8

40.0

33.4

25.2

24.4

22.8

15.6

13.7

13.6

13.2

8.0

5.2

5.1

5.1

3.6

1.4

1.3

8.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

日本食を食べること

ショッピング

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

温泉入浴

旅館に宿泊

日本の酒を飲むこと

日本の歴史・伝統文化体験

テーマパーク

四季の体感

日本の現代文化体験

美術館・博物館

自然体験ツアー・農漁村体験

舞台鑑賞

スキー・スノーボード

映画・アニメ縁の地を訪問

スポーツ観戦

治療・検診

ゴルフ

上記に当てはまるものがない

(%)

（単位：％）

注 1）観光庁｢訪日外国人消費動向調査｣による。
注 2）国・地域の色は、 東アジア、 他のアジア（東南アジア等）、 欧米等。

日本食を食べること ショッピング 自然・景勝地観光
日本の歴史・

伝統文化体験

タイ 83.9 タイ 74.1 台湾 55.1 フランス 46.3

フランス 83.4 香港 69.6 香港 53.1 米国 43.7

シンガポール 82.9 中国 68.0 中国 52.7 カナダ 43.0

カナダ 80.2 台湾 66.9 オーストラリア 52.3 オーストラリア 41.0

香港 79.8 シンガポール 59.1 ベトナム 50.9 ロシア 39.8

ベトナム 79.7 ベトナム 58.2 タイ 50.5 英国 37.8

米国 78.8 マレーシア 57.5 米国 48.8 ベトナム 33.4

オーストラリア 78.5 フィリピン 51.9 カナダ 48.7 ドイツ 31.6

ドイツ 77.4 インドネシア 50.0 シンガポール 48.7 インドネシア 30.4

英国 76.8 オーストラリア 47.1 フランス 48.3 タイ 27.9

ロシア 76.6 ロシア 46.5 英国 44.8 フィリピン 26.8

台湾 76.2 カナダ 46.1 マレーシア 44.1 インド 26.4

インドネシア 75.5 インド 44.8 インドネシア 43.6 シンガポール 25.0

フィリピン 74.9 韓国 44.3 フィリピン 43.0 マレーシア 24.2

韓国 73.8 フランス 42.5 ロシア 38.2 台湾 20.6

マレーシア 72.7 米国 39.0 ドイツ 36.0 中国 16.2

中国 72.6 英国 37.6 インド 34.3 香港 14.2

インド 56.2 ドイツ 30.7 韓国 28.9 韓国 12.2

その他 79.4 その他 41.3 その他 52.0 その他 38.9

■参考２　国・地域別の訪日動機（2014年（平成26年））

■参考１　訪日の動機（2014年（平成26年））
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政 策

に
達
し
て
い
る
。

岩
手
県
平
泉
町
で
は
、
周
辺
地
域
と
の

連
携
に
よ
り
、
宿
泊
客
の
確
保
、
観
光
ル
ー

ト
の
形
成
を
進
め
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
に
は
1
万
4
、

0
0
0
人
を
超
え
、
大
震
災
以
前
の
平
成

22
（
2
0
1
0
）
年
の
水
準
に
回
復
し
た
。

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
宮
尾
・
酒
尾
地

区
は
、
町
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
過

疎
化
の
問
題
を
抱
え
る
地
域
で
あ
っ
た
。

里
山
の
自
然
の
中
で
、
農
業
や
い
ち
ご
等

の
摘
み
取
り
等
の
体
験
を
通
じ
、
都
会
に

住
む
人
が
癒
や
し
を
感
じ
る
よ
う
な
む
ら

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
過
疎
化
か
ら
の
脱

却
を
図
っ
た
。
平
成
９
（
1
9
9
7
）
年

に
開
業
し
た
農
家
民
宿
第
１
号
の
「
春
蘭

の
宿
」
は
、
囲
炉
裏
や
五
右
衛
門
風
呂
等

を
有
す
る
農
家
で
、
伝
統
的
な
地
域
料
理

で
「
一
日
一
客
」
を
も
て
な
す
密
着
度
の
高

い
取
組
を
開
始
。
農
家
民
宿
は
隣
接
す
る

地
区
に
ま
で
拡
大
し
、
現
在
30
軒
に
ま
で

増
加
。
能
登
の
里
山
里
海
が
平
成
23

（
2
0
1
1
）
年
６
月
に
世
界
農
業
遺
産
の

認
定
を
受
け
た
こ
と
や
、
10
月
に
は
Ｂ
Ｂ

Ｃ
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
世
界
的
に
知
名
度
が
向
上
し
、

外
国
人
旅
行
者
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

他
に
も
多
言
語
で
の
情
報
発
信
、
免
税

店
舗
数
拡
大
等
、
様
々
な
地
域
の
活
性
化

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
日
本
へ

平
成
26
年
度
に
講
じ
た
施
策
と
し
て

は
、「
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
見
据
え
た
観
光
振
興
、

ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な
ど
訪
日
旅
行
の
容
易

化
、
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
環
境
整
備
等

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
世
界
に
通
用

す
る
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
、

良
好
な
街
な
み
環
境
整
備
の
推
進
、
魅
力

あ
る
空
間
の
形
成
と
し
て
、
景
観
・
歴
史

資
源
と
な
る
建
造
物
の
修
理
・
改
修
等
を

含
め
た
景
観
・
歴
史
的
風
致
形
成
に
資
す

る
取
組
に
対
し
て
支
援
を
行
う
「
街
な
み

環
境
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
奈
良
県
橿
原

市
今
井
町
地
区
で
外
観
の
修
景
、
電
線
の

地
中
化
等
が
実
施
さ
れ
た
。
観
光
地
域
に

お
け
る
環
境
の
保
全
と
し
て
、
奈
良
県
高

市
郡
明
日
香
村
等
で
は
、
地
域
の
手
軽
な

移
動
の
足
と
な
る
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
先
導

導
入
を
支
援
し
、
観
光
地
域
に
お
け
る
二

次
交
通
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
観

光
地
域
内
の
回
遊
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

平
成
27
年
度
に
向
け
て
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
新
時
代
に
向
け
た
戦
略
的
取
組
、
地

方
創
生
に
資
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
、
国

内
観
光
の
振
興
、
先
手
を
打
っ
て
の
「
攻

め
」
の
受
入
環
境
整
備
等
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJNK14-13579（2014.12.24作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

　●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

平成27年 9 月 7 日　8第2932号
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情 報

　農山村に定住する人を募ったり若者を呼んだりする際、いつも課題として挙げられるのが「農山村には仕事＝
働く場がない」だ。だが、本当に農山村には仕事＝働く場がないのだろうか。役場や農協、企業や工場などの勤
務先は限られている。しかし、農山村には、ナリワイとしての仕事がたくさんある。「半農半Ｘ」などいくつかの
仕事を兼ねることで、家族を養うだけの収入は得られる。地域の人、あるいは都会の消費者とつながりをもつこ
とで新たな仕事を生み出すことも可能だ。さらに、農山村はバイオマスなど資源が宝庫で、仕事を再発掘するこ
ともできる。「地方創生」の最大の論点である農山村の「しごと」について、実践的に考えます。

【テーマ】　　「どう創る、中山間地域の「しごと」―地方創生の実践」
【日　時】　　201５年10月４日（日）　１３時30分～１７時5０分
【会　場】　　東京大学弥生講堂一条ホール
　　　　　　（東京都文京区弥生1-1-1、地下鉄南北線東大前駅から１分）

【主　催】　　特定非営利活動法人 中山間地域フォーラム
【共　催】　　島根県中山間地域研究センター
【協　力】　　東京大学大学院農学生命科学研究科
【後　援】　　�（以下交渉中）全国山村振興連盟、全国水源の里連絡協議会、全国中山間地域振興対策協議会、特定

非営利活動法人地球緑化センター、農山漁村文化協会

【プログラム】
　　解　　題　　「地方創生とは何か？」　小田切徳美氏（明治大学教授）
　　基調報告　　�「地元にしごとを取り戻すー誰に・どれだけ・どうやって・何のため」藤山浩氏（中山間地域研

究センター研究統括監・島根県立大学連携大学院教授）
　　特別報告　　「イキナリ・ナリワイ・フルサトをつくる（仮題）」　伊藤洋志氏（ナリワイ実践者）
　　実践報告１ 　「島根ｘ若者ｘソーシャル志向（仮題）」　尾野寛明氏（島根県川本町）
　　実践報告２ 　�「地域おこし協力隊から地産池消の beer & pizza レストランへ（仮題）」　高木千歩氏（新潟県

十日町市）
　　パネルディスカッション
　　　　　　　　コーディネーター　小田切徳美氏
　　　　　　　　コメンテーター　　松永桂子氏（大阪市立大学大学院准教授）
　　　　　　　　報告者も加わり、会場からの質疑を中心に行います。
　　総合司会　　甲斐良治氏（農山漁村文化協会）

【共催企画】　12:00～17:00　同時開催
　　島根県中山間地域研究センター・企画展（会場のオープンスペース）（検討中）

　＊終了後、講演者の参加も得て懇親会（会費制）を予定しています。
　＊シンポジウムに参加の皆様には資料代として２,000円（学生は1,000円）をいただきます。
　＊シンポジウム及び懇親会には、フォーラム会員でなくても、どなたでも参加できます。

【申し込み方法】
　�　�中山間地域フォーラムのホームページ（http://www.chusankan-f.org/）の専用申し込みフォーム（9月に開

設予定）よりお申し込みください。先着３００名ですが、当方から特に連絡がない場合、自動的に受け付けます。

【問い合わせ先】　�中山間地域フォーラム事務局（メール：tebento-staff@chusankan-f.org）（事務局には職員は
常駐していませんので、メールにてお問い合わせください。）

平成27年 9 月 7 日　10第2932号

中山間地域フォーラム設立９周年記念シンポジウム

「どう創る、中山間地域の「しごと」―地方創生の実践」



町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第2932号

随 想

11　平成27年 9 月 7 日

随 想
大
河
原
町
は
宮
城
県
南
部
に
位
置
し
、

蔵
王
山
系
を
眺
め
、
市
街
地
の
中
央
を
白

石
川
が
流
れ
る
。
春
に
は
「
日
本
さ
く
ら

名
所
百
選
」
に
選
ば
れ
た
「
一
目
千
本
桜
」

が
白
石
川
土
手
沿
い
に
咲
き
誇
る
。

町
長
就
任
以
降
、
町
民
人
口
の
増
減
に

一
喜
一
憂
、
二
年
十
カ
月
余
り
経
っ
た
。

本
年
八
月
の
人
口
は
二
三
、
七
三
四
人
。

二
三
、
八
五
三
人
を
記
録
し
た
昨
年
七
月

が
ピ
ー
ク
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

本
年
も
七
月
、
宮
城
県
町
村
会
に
よ
る

政
府
与
党
へ
の
陳
情
行
動
へ
の
参
加
な
ど

の
た
め
上
京
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
朝
の
通

勤
時
間
帯
に
地
下
鉄
に
乗
車
し
た
。
疲
れ

た
表
情
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
満
員
だ
っ

た
。
夕
方
も
ほ
ぼ
同
じ
光
景
だ
っ
た
。

こ
の
光
景
は
、
平
成
七
年
ま
で
の
約
二

十
年
間
、
千
葉
県
松
戸
市
や
埼
玉
県
三
郷

市
の
自
宅
か
ら
勤
務
地
の
東
京
都
港
区
ま

で
約
五
十
分
乗
車
し
た
通
勤
電
車
で
目
に

し
た
光
景
と
異
な
っ
て
い
た
。
相
変
わ
ら

ず
満
員
だ
が
、
女
性
の
割
合
が
明
ら
か
に

高
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
、
視
野
に
入
る

範
囲
で
車
中
の
男
女
の
割
合
を
、
停
車
駅

で
乗
客
が
入
れ
替
わ
る
た
び
に
計
算
、
毎

回
ほ
ぼ
ハ
ー
フ
＆
ハ
ー
フ
だ
っ
た
。

夫
婦
が
二
人
と
も
、
通
勤
の
往
復
で
満

員
電
車
に
長
時
間
揺
ら
れ
、
フ
ル
タ
イ

マ
ー
で
働
く
と
い
う
生
活
環
境
で
、
ど
の

よ
う
に
し
て
子
ど
も
が
育
て
ら
れ
る
の

か
、
改
め
て
疑
問
に
思
っ
た
。

地
方
の
多
く
の
女
性
は
就
職
を
機
に
大

都
会
に
転
出
す
る
。
東
京
な
ど
に
行
け
ば

給
料
も
高
く
、
便
利
で
、
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
の
も
の
は
何
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
故
郷
を
離
れ
、
私
は
い
ま
幸

せ
？
」、
疲
れ
た
表
情
の
裏
に
は
そ
ん
な

思
い
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

推
測
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

仕
事
に
追
わ
れ
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立

さ
せ
る
自
信
を
失
い
、
家
庭
を
築
こ
う
と

い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
減
退
す
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
子
育
て
に
要
す
る
体
力

と
時
間
に
余
裕
が
少
な
く
、
女
性
へ
の
負

担
が
大
き
い
我
が
国
で
は
、
と
く
に
女
性

が
結
婚
の
回
避
、
非
婚
を
選
択
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
進
行
し
て
き
た
。

平
成
二
六
年
の
全
国
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
一
・
四
二
、
こ
れ
に
対
し
東
京
都
は

わ
ず
か
一
・
一
五
、
私
が
目
に
し
た
満
員

の
地
下
鉄
で
の
光
景
は
、
二
十
代
、
三
十

代
の
い
わ
ゆ
る
出
産
適
齢
期
の
女
性
が
非

婚
を
選
択
す
る
背
景
や
原
因
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
日
本
の
縮
図
と

も
い
え
よ
う
。　

上
記
の
推
測
「
故
郷
を
離
れ
、
私
は
い

ま
幸
せ
？
」
と
の
思
い
を
、
日
本
人
全
体

が
共
有
す
べ
き
だ
と
思
う
。
と
く
に
、
行

政
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
共
有
し
た
い
。

少
子
化
が
始
ま
っ
た
一
九
七
〇
年
頃
か

ら
未
婚
率
の
上
昇
が
始
ま
り
、
こ
れ
ら
は

ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、
非
婚
が
選
択
さ
れ
る
理
由
が
し
っ
か

り
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
婚
を
選
ぶ
理
由
は
、
長
時
間
労
働
の

ほ
か
に
も
、
非
正
規
労
働
に
よ
る
低
所
得

な
ど
様
々
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。

し
か
し
、
欧
州
先
進
諸
国
の
多
く
が
、

第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
進
め
て
き
た

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
〝
副
産
物
〟
と

し
て
仕
事
と
家
庭
が
両
立
し
や
す
く
な
っ

た
結
果
、
出
生
率
を
回
復
し
て
き
た
事
実

か
ら
、
長
時
間
労
働
の
改
革
が
最
大
の
課

題
だ
と
言
え
よ
う
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
こ
そ
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
町
は
平
成

二
六
年
度
に
、
短
時
間
勤
務
社
員
制
度
を

推
進
す
る
企
業
を
支
援
す
る
助
成
制
度

「
家
族
に
優
し
い
働
き
方
支
援
事
業
」（
国

の
助
成
制
度
の
上
乗
せ
）を
制
度
化
し
た
。

国
の
助
成
制
度
の
普
及
が
ま
ま
な
ら
ず
、

残
念
な
が
ら
、
制
度
を
活
用
す
る
企
業
は

ま
だ
な
い
。

二
二
四
万
人
も
の
失
業
者（
本
年
六
月
）

が
あ
る
一
方
で
過
労
死
が
併
存
し
、
人
件

費
削
減
を
正
当
化
す
る
非
正
規
労
働
が
蔓

延
す
る
奇
妙
な
日
本
社
会
。
も
っ
と
、
人

間
ら
し
い
働
き
方
が
で
き
な
い
も
の
な
の

か
、
改
善
の
余
地
は
大
き
い
。

面
積
や
資
源
か
ら
、
人
口
は
減
少
し
て

も
構
わ
な
い
。少
子
化
の
最
大
の
問
題
は
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
従
属
人
口
を
支

え
ら
れ
る
生
産
人
口
を
維
持
し
な
が
ら
、

徐
々
に
出
生
率
が
回
復
し
、
理
想
的
な
人

口
に
落
ち
着
け
ば
よ
い
と
考
え
る
。

頑
張
る
地
方
が
救
わ
れ
る
だ
け
で
は
、

人
口
の
偏
在
及
び
我
が
国
全
体
と
し
て
の

出
生
率
の
回
復
は
不
可
能
だ
。

職
業
は
人
に
誇
り
、
尊
厳
、
自
尊
心
を

与
え
る
。
長
時
間
労
働
を
改
善
し
、
若
者

が
魅
力
を
感
じ
る
職
場
に
満
ち
た
地
方
を

創
造
し
、
す
べ
て
の
日
本
人
が
、
誇
り
、

尊
厳
、
自
尊
心
並
び
に
幸
せ
を
分
か
ち
合

え
る
社
会
を
築
く
た
め
、
国
・
地
方
・
企

業
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
少
子
化
対

策
の
枢
要
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

伊い

勢せ

　
敏

さ
と
し

宮
城
県
大お

お
が
わ
ら

河
原
町
長

働
き
方
の
改
革
は
人
口
減
少
対
策
の
枢
要

　
～
東
京
の
地
下
鉄
で
考
え
た
こ
と
～
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